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　国道20号諏訪バイパスは、平成26年7月に国土交通省関東地方整備局よりルート帯案が示され、そ
の後ルートの検討等が行われ、令和2年9月にルート・構造原案が公表されました。そして、本年3月の
社会資本整備審議会道路分
科会において、新規事業箇所
として承認され、令和5年3月
28日の国の予算成立により、
事業化が決定いたしました。
　諏訪バイパスは延長13.4ｋ
ｍの道路（内諏訪ＩＣ関連の
3.1ｋｍは既に開通済み）で、
今回は未着手区間である10.3
ｋｍの内、諏訪市上諏訪～下
諏訪町東町の5.6ｋｍが事業
化とされ、残りの4.7ｋｍについ
ては調査区間となっておりま
す。

　今後は、事業計画説明会が開催される予定です。その後、現地の状況を正確に把握するため
に詳細な測量・地質調査等が行われることとなります。今回の事業化は一部区間のみとなっているた
め、今後、国に対し諏訪バイパス全線の早期事業化と今回一部事業化された部分についての早期
整備を求めるとともに、地域住民の方々の声をお聞きし、より詳細な調査と地元への丁寧な説明を要
望してまいります。

今後の事業の主な流れ

諏訪バイパスの一部区間が事業化されました。
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測量・地質調査

実施内容や土地の立ち入りのため

着手前に説明を行います。

道路設計

１／５００の図面で詳細に

道路の設計を行います。

用地幅杭

道路に必要な土地を明示するため、現地

に用地幅杭を設置する前に説明を行います。
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用地測量・調査

境界立会や建物等の

物件調査をします。

工事着手

工事内容や工事の進め方、工事用車両

の通行を含む安全対策を説明します。

用地交渉

用地測量・調査の結果や

補償内容の説明を行います。

この広報は、地域住民の皆様に諏訪バイパス・下諏訪岡谷バイパス事業の進捗状況や活動状況などをお知らせいたします。
バイパス建設促進に向け、皆様のご理解とご協力をお願いします。

ちの

かみすわ

しもすわ

おかや

岡谷ＩＣ

諏訪ＩＣ
岡谷ＪＣＴ

至   名古屋

ま
つ
も
と
し

至   

松
本
市

こ
う
ふ
し

至   

甲
府
市

長野自動車道

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線

ＪＲ中央本線

中央自動車道

岡谷市
諏訪市

茅野市

下諏訪町

諏訪湖

20

20

20

142

152

142

主 

諏
訪
白
樺
湖
小
諸
線

至   

諏
訪
南
Ｉ
Ｃ

至   
塩
尻
Ｉ
Ｃ

諏訪赤十字病院

し
も
す
わ
ま
ち
ひ
が
し
ま
ち

（
終
）
下
諏
訪
町
東
町

す

わ

し　

か

み

す

わ

（
起
）
諏
訪
市
上
諏
訪

一般国道２０号　諏訪バイパス
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国道20号諏訪バイパス建設促進期成同盟会事務局
　諏訪市建設部国道バイパス推進室
　　TEL：0266-52-4141（内線271）／FAX：0266-52-8164／E-mail：bypass@city.suwa.lg.jp
　下諏訪町建設水道課国道バイパス推進室兼関連調整係
　　TEL：0266-27-1111（内線246）／FAX：0266-28-8783／E-mail：kanren@town.shimosuwa.lg.jp

問 合 せ 先

【渡辺芳紀会長】
　国道20号諏訪バイパスには、地区役員を拝命した時から４５年間携わってまいりましたが、この度
事業化されることとなり、非常に感慨深い気持ちでございます。これまでご尽力いただきました関係者
の皆さまに感謝申し上げます。
　諏訪地域は六つの市町村がつながっており、通勤や通学で多くの方が行き来をしております。これ
まで狭隘な道路や踏切などによる渋滞や、近年の大雨による被害などにより安心安全な交通が阻害
されてまいりました。バイパスが全線繋がり十分な効果が発揮されることで、諏訪地域の交通問題が
大きく改善されます。これに伴い市街地の通過車両が減少し、既存道路を利用した観光や街中イベン
トなどにより地域が活性化すると共に住みやすい街になることに期待をしております。
　事業推進への期待の声が多く寄せられる一方で事業を心配される声もありますので、事業者に対
して住民への丁寧な説明をお願いしながら、早期完成に向けて一緒に進んでまいりたいと思っており
ます。ここからが出発となりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

【山田貞幸副会長】
　昭和47年に都市計画決定された諏訪バイパスは、諏訪市が平成6年に独自のルート案を発表しま
したが、その後長い間事業化には至りませんでした。そんな中、バイパス建設の早期実現を願う地
元の声を国や県に届けることを願い、諏訪市・下諏訪町で住民主体の期成同盟会を立ち上げ活動し
てきました。その努力が報われ、平成25年に「計画段階評価」の対象となりましたが、建設促進を一
層早めるには両期成同盟会の一本化が必要という結論から平成26年に「国道20号諏訪バイパス建
設促進期成同盟会」を新たに設立し、早期事業化の要望を行ってきました。活動の報告や建設目的
などを掲載した「広報諏訪バイパス」は平成25年に第1号を発行以来、今回の19号まで皆さんにお届
けしてきました。
　そして、国の令和5年度予算成立をもって正式に諏訪市上諏訪から下諏訪町東町までの5.6ｋｍ区
間が事業化となりました。
　昭和47年の都市計画決定から約半世紀という長い年月でしたので万感胸に迫るものがあります。
いよいよ建設に向けて動き始めますが、これまで並々ならぬご支援やご尽力を賜りました全ての皆様
に心より感謝を申し上げます。　
　諏訪バイパスは、諏訪圏域の道路ネットワークの確立とともに、重要な社会基盤整備であり、圏域
の経済発展にも大きな効果をもたらす基幹道路となるため、一日も早い供用開始が望まれます。
　私たち期成同盟会は今後も一致協力し、国へ諏訪バイパス全線の事業化と早期整備を求めるとと
もに、地域住民の皆さんの心配や不安の声をお聞きし、詳細な調査と丁寧な説明を求めたいと考え
ています。
　今後も「国道20号諏訪バイパス建設促進期成同盟会」の活動に更なるご理解とご協力をお願い申
し上げます。

国道２０号諏訪バイパス建設促進期成同盟会
渡辺会長  山田副会長 からのお礼。


